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概要
ユニファイドメッセージング機能は、さまざまなデバイスからアクセス可能なボイスメールや

メールなど、異なるタイプのメッセージに対して単一のストレージを提供します。例えば、

ユーザーはコンピューターのスピーカーを使ってメールの受信箱から、または電話のインター

フェイスから直接ボイスメールにアクセスできます。

Unity Connectionを統合してユニファイドメッセージングを有効にできる、サポートされてい
るメールサーバは次のとおりです。

• Microsoft Exchange（2010、2013、2016および 2019）サーバー

• Microsoft Office 365

• Cisco Unified MeetingPlace

• Gmailサーバー

Unity Connectionを Exchangeまたは Office 365サーバーと統合すると、次の機能が提供されま
す。

• Unity Connectionと Exchange/Office 365メールボックス間のボイスメールの同期。

• Exchange/Office 365メールへのテキスト読み上げ（TTS）アクセス。

• Exchange/Office 365カレンダーにアクセスして、ユーザーが電話でミーティング関連のタ
スク（例えば、開催予定のミーティングの一覧を聞いたり、ミーティングの招待を承諾ま

たは拒否するなど）を実行できるようにします。
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• Exchange/Office365の連絡先へのアクセスにより、ユーザーは Exchange/Office365の連絡
先をインポートし、個人的な通話転送ルールや音声コマンドを使用した発信時に連絡先情

報を使用することができます。

• Unity Connectionボイスメールの文字変換。

Unity ConnectionとCiscoUnifiedMeetingPlaceのインテグレーションにより、次の機能が利用で
きるようになります。

•進行中の会議へ参加する。

•ミーティングの参加者リストを読み上げる。

•ミーティングの開催者および参加者にメッセージを送信する。

•即時ミーティングをセットアップする。

•ミーティングをキャンセルする（ミーティングの開催者にのみ適用）。

Unity Connectionと Gmailサーバーの統合により、次の機能が提供されます。

• Unity Connectionと Gmailのメールボックス間のボイスメールの同期

• Gmailへのテキスト読み上げ（TTS）アクセス。

• Gmailカレンダーにアクセスして、ユーザーが電話でミーティング関連のタスク（例えば、
開催予定のミーティングの一覧を聞いたり、ミーティングの招待を承諾または拒否するな

ど）を実行できるようにします。

•ユーザーがGmail連絡先をインポートし、パーソナル着信転送ルールで、および音声コマ
ンドを使用して発信通話を発信するときに、連絡先情報を使用できる、Gmail連絡先への
アクセス。

• Unity Connectionボイスメールの文字変換。

ユニファイドメッセージングと Google Workspace
Unity Connection 14以降では、Gmailアカウントでボイスメッセージにアクセスするための新
しい方法を提供しています。このためには、Google Worspaceとのユニファイドメッセージン
グを設定して、Unity Connectionと Gmailサーバーの間でボイスメッセージを同期する必要が
あります。

Unity Connectionと Gmailサーバーの統合により、次の機能が提供されます。

• Unity Connectionとメールボックス間のボイスメールの同期

• Unity Connectionボイスメールの文字変換。
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Exchange/Office 365のシングルインボックス
Unity Connectionとサポートされているメールサーバー間のユーザーメッセージの同期は、シ
ングルインボックスと呼ばれます。UnityConnectionでシングルインボックス機能が有効になっ
ている場合、ボイスメールはまず Unity Connectionのユーザーのメールボックスに配信され、
それからサポートされているメールサーバー上のユーザーのメールボックスに複製されます。

Unity Connectionのシングルインボックスの設定については、「ユニファイドメッセージング
を設定する」の章を参照してください。

•シングルインボックス機能は、IPv4と IPv6アドレスの両方でサポートされています。
•ユーザーに対してシングルインボックス機能が有効になっている場合、シングルインボッ
クスのメッセージに対して Outlookのルールが機能しない場合があります。

• Exchangeおよび Office 365サーバーでサポートされる最大ユーザ－数については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_
14cucspl.htmlにある「Cisco Unity Connection 14サポート対象プラットフォームリスト」の
「仮想プラットフォームオーバーレイの仕様」の項を参照してください。

（注）

シングルインボックス設定のためにボイスメールを保存する

すべての Unity Connectionボイスメールは、Cisco ViewMailからMicrosoft Outlook宛てに送信
されたものも含め、まずUnityConnectionに保存され、直ちに受信者のExchange/Office 365メー
ルボックスに複製されます。

ViewMail for Outlook付きのシングルインボックス
Outlookを使用してボイスメールの送信、返信、転送を行い、Unity Connectionでメッセージを
同期する場合は、次の点を考慮してください。

•ユーザーのワークステーションに ViewMail for Outlookをインストールします。 ViewMail
forOutlookがインストールされていない場合、Outlookにより送信されたボイスメールは、
Unity Connectionにより .wavファイル添付として扱われます。 ViewMail for Outlookのイ
ンストールの詳細については、

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_release_notes_list.htmlにある『Cisco ViewMail

for Microsoftのリリースノート』の最新リリースを参照してください。

•ユニファイドメッセージユーザーの SMTPプロキシアドレスを Unity Connectionに確実
に追加します。CiscoUnity Connectionの管理で指定されているユーザーの SMTPプロキシ
アドレスは、シングルインボックスが有効になっているユニファイドメッセージアカウ

ントで指定されている Exchange/Office 365メールアドレスと一致している必要がありま
す。
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•組織内の各ユーザーのメールアカウントを、Unity Connectionサーバードメインに関連付
けます。

Outlook受信箱フォルダには、ボイスメールと Exchange/Office 365に保存されているその他の
メッセージの両方が含まれます。ボイスメールはユーザーのウェブ受信箱にも表示されます。

シングルインボックスのユーザーは、Outlookのメールボックスに [音声送信箱（VoiceOutbox）]
フォルダを追加できます。 Unity Outlookから送信された接続ボイスメールは [送信済みアイテ
ム（Sent Items）]フォルダには表示されません。

プライベートメッセージを転送できません。（注）

ViewMail for Outlookなし、またはその他のメールクライアントがある
シングルインボックス

ViewMail forOutlookをインストールしていない場合、または別のメールクライアントを使用し
て、Exchange/Office 365で Unity Connectionボイスメールにアクセスする場合：

•メールクライアントはボイスメールを .wavファイル添付のメールとして扱います。

•ユーザーがボイスメールに返信または転送すると、ユーザーが .wavファイルを添付した
場合でも、返信または転送はメールとして扱われます。メッセージのルーティングは、

Unity Connectionではなく、Exchange/ Office 365によって処理されます。そのため、メッ
セージが、受信者の Unity Connectionのメールボックスに送信されることはありません。

•ユーザーは安全なボイスメールを聞くことができません。

•プライベートなボイスメールを転送できる場合があります。（ViewMail for Outlookによ
りプライベートメッセージの転送が防止されます）。

Exchange/Office 365メールボックスのセキュアなボイスメールにアク
セスする

Exchange/Office 365メールボックスで安全なボイスメールを再生するには、Microsoft Outlook
を使用し、CiscoViewMail forMicrosoftOutlookを使用する必要があります。ViewMail forOutlook
がインストールされていない場合、セキュリティ保護されたボイスメールにアクセスするユー

ザーには、セキュリティ保護されたメッセージを簡単に説明するおとりメッセージの本文のみ

が表示されます。
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ボイスメールの文字変換が Unity Connectionと Exchange/Office 365メー
ルボックスの間で同期されました

システム管理者は、ユニファイドメッセージングサービスと Unity Connectionの SpeechView
文字変換サービスを設定することで、シングルインボックスの文字変換機能を有効にできま

す。シングルインボックスが設定されている場合、Unity Connectionでは「複数転送メッセー
ジの同期」サービスはサポートされません。

Unity Connectionでのユニファイドメッセージングサービスの設定については、「ユニファイ
ドメッセージングを設定する」の章を参照してください。 SpeechView文字変換サービスの設
定についての詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレー

ションガイド、リリース 14』の「SpeechView」の章を参照してください。

1. シングルインボックスでは、ボイスメールの文字変換が次の方法でExchangeと同期されま
す。

•送信者がWeb Inboxまたはプッシュホンの会話ユーザーインターフェイスを通じてボ
イスメールをユーザーに送信し、ユーザーがさまざまなメールクライアントを通じて

ボイスメールを表示すると、ボイスメールの文字変換が表 1のように同期されます。

送信者がWebInboxまたはタッチトーン会話ユーザーインターフェイスからボイスメー
ルを送信する場合

表 1 :送信者がWeb Inboxまたはタッチトーン会話ユーザーインターフェイスからボイスメールを送信する場合

ViewMail for OutlookOutlookウェブメールア
クセス/VMOなしの
Outlook

Web Inboxシナリオ

文字変換のテキスト

は、メールの閲覧ペイ

ンに表示されるほか、

文字変換パネルにも表

示されます。

文字変換のテキスト

は、メールの閲覧ペイ

ンに表示されます。

文字変換のテキスト

は、メールの閲覧ペイ

ンに表示されます。

ボイスメールが正常に

配信されました

「失敗または応答のタ

イムアウト」のテキス

トは、メールの閲覧ペ

インだけでなく、文字

変換パネルにも表示さ

れます。

メールの閲覧ペイン

に、「失敗または応答

のタイムアウト」とい

うテキストが表示され

ます。

メールの閲覧ペイン

に、「失敗または応答

のタイムアウト」とい

うテキストが表示され

ます。

失敗または応答のタイ

ムアウト

「文字変換が進行中で

す」のテキストが文字

変換パネルに表示され

ます。

メールの閲覧ウィンド

ウは、空の .textです。
「文字変換が進行中で

す」のテキストがメー

ルの閲覧ペインに表示

されます。

文字変換が進行中です
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•送信者が ViewMail for Outlookを介して Unity Connectionユーザーにボイスメールを送
信し、UnityConnectionユーザーがさまざまなメールクライアントを通じてボイスメー
ルを表示すると、ボイスメールの文字変換が表 2で示されたように同期されます。

送信者が ViewMail for Outlookを通じてボイスメールを送信した場合

表 2 :送信者が ViewMail for Outlookを通じてボイスメールを送信した場合

ViewMail for OutlookOutlookウェブメールア
クセス/VMOなしの
Outlook

Web Inboxシナリオ

文字変換のテキストは

文字変換ファイル

「Transcription.txt」の
一部であり、文字変換

パネルにも表示されま

す。

文字変換のテキスト

は、文字変換ファイル

「Transcription.txt」の
一部です。

文字変換のテキスト

は、メールの閲覧ペイ

ンに表示されます。

ボイスメールが正常に

配信されました

「失敗または応答のタ

イムアウト」のテキス

トは、ボイスメールに

添付された文字変換

ファイル

「Trancription.txt」の一
部であり、文字変換パ

ネルにも表示されま

す。

「失敗または応答のタ

イムアウト」のテキス

トは、ボイスメールに

添付された音声テキス

トファイル

「Trancription.txt」の一
部です。

メールの閲覧ペイン

に、「失敗または応答

のタイムアウト」とい

うテキストが表示され

ます。

失敗または応答のタイ

ムアウト

添付ファイル

「Transcription_pending.txt」
は、文字変換の進行状

況とテキスト「文字変

換が進行中です」は文

字変換パネルにも表示

されます。

添付ファイル

「Transcription_pending.txt」
は、文字変換の進行状

況を示します。

「文字変換が進行中で

す」のテキストがメー

ルの閲覧ペインに表示

されます。

文字変換が進行中です

ViewMail forOutlookを使用して作成され、UnityConnectionが受信したボイスメールのメッセー
ジ本文が空か、またはテキストが含まれています。

（注）

•送信者がサードパーティのメールクライアント経由で Unity Connectionにボイスメー
ルを送信すると、受信者はボイスメールの文字変換を同期した後、さまざまなクライ

アント経由でボイスメールを表示できます。
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次の手順を実行して、Unity Connectionと SpeechView文字変換サービスを持つユニファイ
ドメッセージングユーザーの Google Workspaceメールボックスの間で新しいボイスメー
ルを同期します。

1. Cisco Personal CommunicationsAssistantに移動して [Messaging Assistant]を選択します。

2. [Messaging Assistant]タブで、[個人設定（Personal Options）]を選択し、[文字変換の
受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションを有効にします。

デフォルトでは、[文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションは
Exchange/Office 365では無効になっています。

（注）

3. [文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションにより、Unity
Connectionがサードパーティの外部サービスからタイムアウト/文字変換の応答の失敗
を受信した場合にのみ、UnityConnectionとメールサーバー間のボイスメールの同期が
有効になります。

セキュリティ保護されたプライベートメッセージのボイスメールの文字変換

•セキュアメッセージ（Secure Messages）：セキュリティ保護されたメッセージは Unity
Connectionサーバーにのみ保存されます。セキュリティ保護されたメッセージの文字変換
は、[セキュアメッセージの文字変換を許可する（Allow Transcriptions of Secure Messages）]
オプションが有効になっているサービスクラスにユーザーが属している場合に限ります。

ただし、このオプションでは、Unity Connectionサーバーと統合された Exchangeサーバー
上で文字起こしされたセキュリティ保護されたメッセージを同期することはできません。

•プライベートメッセージ（Private Messages）：プライベートメッセージの文字変換はサ
ポートされていません。

Outlookフォルダとの同期
ユーザーのボイスメールは、Outlookの受信箱フォルダに表示されます。UnityConnectionは、
次の Outlookフォルダ中のボイスメールを、ユーザーの Unity Connection受信箱フォルダと同
期します。

• Outlookの受信箱フォルダの下のサブフォルダ

• Outlookの [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダーの下のサブフォルダ

• Outlookの [迷惑メール（Junk Email）]フォルダ

Outlookの [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダ内にあるメッセージは、UnityConnection
の [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダ内に表示されます。ユーザーがボイスメール
を [受信箱（Inbox）]フォルダ以外の Outlookフォルダに移動すると、メッセージは Unity
Connectionの [削除済みアイテム（deleted items）]フォルダに移動されます。しかし、メッセー
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ジのコピーが Outlookフォルダに存在するため、Unityを使用してメッセージを再生すること
ができます。ユーザーがメッセージを Outlookの受信箱フォルダ、または Unity Connection受
信箱フォルダと同期されている Outlookフォルダに戻した場合、そして、

•メッセージが Unity Connectionの [削除済みアイテム（deleted items）]フォルダにある場
合、メッセージはそのユーザーの Unity Connection受信箱に同期されます。

•メッセージが Unity Connectionの [削除済みアイテム（deleted items）]フォルダにない場
合、メッセージはOutlookで引き続き再生できますが、UnityConnectionに再同期されるこ
とはありません。

Unity Connectionは、Outlookの [送信済みアイテム（Sent Items）]フォルダ中のボイスメール
を、ユーザーの Exchange/Office 365の [送信済みアイテム（Sent Items）]フォルダと同期しま
す。ただし、件名行、優先順位、およびステータス（例えば、未読から既読へ）の変更は、1
時間ごとにのみ、Unity Connectionから Exchange/Office 365に複製されます。ユーザーがボイ
スメールを送信すると、Unityから送信されます。Connectionから Exchange/Office 365へ、ま
たはその逆の場合、Unity Connectionの [送信済みアイテム（Sent Items）]フォルダ内のボイス
メールは未読のままとなり、Exchange/Office 365の [送信済みアイテム（Sent Items）]フォルダ
内のボイスメールは既読としてマークされます。

デフォルトでは、Exchange/Office 365の [送信済みアイテム（Sent Items）]フォルダと Unity
Connectionの [送信済みアイテム（Sent Items）]フォルダのボイスメールの同期は無効になっ
ています。

送信済みアイテムフォルダの同期を有効にする

セキュリティ保護されたボイスメールの動作は異なります。 Unity Connectionが安全なボイス
メールをExchange/Office 365メールボックスに複製するとき、安全なメッセージについて簡単
に説明するおとりメッセージのみを複製します。Unity Connectionサーバーに残るのはボイス
メールのコピーだけです。ユーザーが Unityを使用して安全なメッセージを再生する場合、
ViewMailはUnityConnectionサーバーからメッセージを取得し、Exchange/Office 365またはユー
ザーのコンピュータにメッセージを保存することなく再生します。

ユーザーがUnityConnection受信箱フォルダと同期していない安全なメッセージをOutlookフォ
ルダに移動した場合、ボイスメールのコピーのみが Unity Connectionの [削除済みアイテム
（Deleted Items）]フォルダに移動されます。このような安全なメッセージはOutlookでは再生
できません。ユーザーがメッセージを Outlookの受信箱フォルダ、または Unity Connection受
信箱フォルダと同期されている Outlookフォルダに戻した場合、そして、

• Unity Connectionの [削除済みアイテム（Deleted items）]フォルダにメッセージが存在する
場合、メッセージは同期されてユーザーのUnityConnection受信箱に戻され、Outlookで再
び再生できるようになります。

•メッセージが Unity Connectionの [削除済みアイテム（Deleted items）]フォルダにない場
合、そのメッセージはUnityConnectionに再同期されないため、Outlookで再生できなくな
ります。
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ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、システム設定（System Settings）>詳細（Advanced）を展開し、[メッセー
ジング（Messaging）]を選択します。

ステップ 2 [メッセージングの設定（MessagingConfiguration）]ページで、[送信済みメッセージ：保持期間（日）（Sent
Messages: Retention Period (in Days)）]フィールドに 0より大きい値を入力します。

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

ユーザーがボイスメールを Exchange/Office 365ボイスメールボックスに送信するとき、ボイスメー
ルは Exchange/Office 365サーバーの送信済みアイテムフォルダと同期されません。ボイスメールは
Unity Connectionの [送信済みアイテム（Sent Items）]フォルダに残ります。

（注）

SMTPドメイン名を使用したメッセージルーティングの動作
Unity Connectionは、デジタルネットワーク化されたUnity Connectionサーバー間でメッセージ
をルーティングし、送信 SMTPメッセージで送信者の SMTPアドレスを構築するために SMTP
ドメイン名を使用します。各ユーザーについて、Unity Connectionは次の SMTPアドレス
<Alias>@<SMTP Domain>を作成します。この SMTPアドレスは、ユーザーの [ユーザーの基
本設定の編集（Edit User Basics）]ページに表示されます。このアドレス形式を使用する送信
SMTPメッセージの例としては、このサーバーのユーザーが他のデジタルネットワーク化され
たUnity Connectionサーバーの受信者に送信するメッセージや、Unity Connectionの電話インタ
フェースまたはメッセージング受信トレイから送信され、受信者の [メッセージアクション
（Message Actions）]設定に基づいて外部サーバーに中継されるメッセージがあります。

Unity Connectionは SMTPドメインを使用して、発信 VPIMメッセージの送信者 VPIMアドレ
スを作成し、SMTP通知デバイスに送信される通知の送信元アドレスを構築します。

UnityConnectionが最初にインストールされたとき、SMTPドメインはサーバーの完全修飾ホス
ト名に自動的に設定されます。

UnityConnectionのSMTPドメインが、企業メールドメインとは別であることを確認して、Unity
Connectionのメッセージルーティングでの問題を回避してください。

同じドメインで問題が発生する可能性があるいくつかのシナリオを以下に示します。

•デジタルネットワークで接続された Unity Connectionサーバー間でのボイスメッセージの
ルーティング。

•メッセージのリレー。

• ViewMail for Outlookを使用したボイスメッセージの返信と転送。

• SpeechViewメッセージの Cisco Unity Connectionサーバーへのルーティング。

• SMTPメッセージ通知の送信。

• VPIMメッセージのルーティング。
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Unity Connectionには、すべてのユーザーに一意の SMTPドメインが必要です。このドメイン
は、会社のメールドメインとは異なります。Microsoft Exchangeと Unity Connectionでの同じ
ドメイン名設定のため、ユニファイドメッセージングが設定されているユーザーは、メッセー

ジの作成、返信、転送中に、受信者を追加する際の問題に直面する場合があります。ドメイン

名設定の問題を解決する方法の詳細については、「SMTPドメイン名設定の問題を解決する」
の項を参照してください。

（注）

削除済みメッセージの場所

デフォルトでは、ユーザーが Unity Connectionのボイスメールを削除すると、メッセージは
UnityConnectionの削除済みアイテムフォルダに送信され、Outlookの [削除済みアイテム（Deleted
Items）]フォルダと同期されます。メッセージがUnity Connection [削除済みアイテム（Deleted
Items）]フォルダから削除されると（手動またはメッセージエージングを自動設定することが
できます）、Outlookの [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダからも削除されます。

ユーザーが Outlookフォルダからボイスメールを削除すると、メッセージは完全に削除される
のではなく、[削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダに移動されます。 Outlookで何の
操作もしないと、以降の保存期間メッセージは完全に削除されます。

Web Inboxまたは Unity Connectionの電話インターフェースを使用してメッセージを完全に削
除するには、[削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダにメッセージを保存せず、メッセー
ジを完全に削除するよう Unity Connectionを設定する必要があります。

Unity Connectionが Exchange/Office 365と同期されると、メッセージは Unity Connectionの [削
除済みアイテム（Deleted items）]フォルダに移動されますが、完全に削除されるわけではあり
ません。

Web Inboxを使用して、メッセージを Unity Connection [削除済みアイテム（Deleted Items）]
フォルダから完全に削除することもできます。

（注）

Unity Connectionの [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダからメッセージを完全に削除
するには、次のいずれかまたは両方の手順を実行します。

•メッセージエージングを設定して、Unity Connection [削除済みアイテム（Deleted Items）]
フォルダ内のメッセージを完全に削除します。

•メッセージの割り当てを設定することで、ユーザーのメールボックスが指定のサイズに近
づいた場合に、ユーザーにメッセージの削除を促すメッセージが Unity Connectionで表示
されるようにします。

Exchange/Office 365と同期されないメッセージタイプ
次のタイプの Unity Conncetionメッセージは同期されません。
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•メッセージの下書き

•今後配信するように設定されているが、まだ配信されていないメッセージ

•ブロードキャストメッセージ

•未受理のディスパッチメッセージ

ディスパッチメッセージが受信者によって承認されると、通常の

メッセージになり、Exchange/Office 365と同期され、それを承認
したユーザーに対して同期され、他のすべての受信者については

削除されます。配信リストの誰かがディスパッチメッセージを受

け入れるまで、未読メッセージがない場合でも、配信リストの全

員のメッセージ待機中インジケータは点灯したままになります。

（注）

シングルインボックスの無効化と再有効化の影響

ユニファイドメッセージングを設定するときに、1つまたは複数のユニファイドメッセージン
グサービスを作成できます。各ユニファイドメッセージングサービスでは、特定のユニファ

イドメッセージング機能のセットが有効になっています。ユーザーごとに1つのユニファイド
メッセージングアカウントのみを作成し、それをユニファイドメッセージングサービスに関

連付けることができます。

シングルインボックスは次の 3つの方法で無効にできます。

•シングルインボックスが有効になっているユニファイドメッセージングサービスを完全
に無効にします。これにより、サービスに関連付けられたすべてのユーザーに対して、す

べての有効なユニファイドメッセージング機能（シングルインボックスを含む）が無効に

なります。

•ユニファイドメッセージングサービスに対してシングル受信箱機能のみを無効にします。
これにより、そのサービスに関連付けられたすべてのユーザーに対してシングルインボッ

クス機能のみが無効になります。

•ユニファイドメッセージングアカウントのシングルインボックスを無効にします。関連
付けられたユーザーに対してのみシングルインボックスが無効になります。

これらの方法のいずれかを使用してシングルインボックスを無効にしてから再度有効にする

と、Unity Connectionは影響を受けるユーザーの Unity Connectionおよび Exchange/Office 365
メールボックスを再同期します。次の点に注意してください。

•シングルインボックスが無効になっている間に、ユーザーが Exchange/Office 365でメッ
セージを削除しても、Unity Connectionの対応するメッセージを削除しなかった場合、シ
ングルインボックスが再び有効になったときに、メッセージは Exchangeメールボックス
に再同期されます。
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•シングルインボックスを無効にする前にExchange/Office365からメッセージが物理削除（削
除済みアイテムフォルダから削除）された場合、シングルインボックスを再度有効にした

ときにUnityConnectionの削除済みアイテムフォルダに残っている対応するメッセージは、
Exchange/ Office 365の削除済みアイテムフォルダに再同期されます。

•ユーザーが Unity Connectionでメッセージを物理削除しても、シングルインボックスが無
効になっている間にExchange/Office 365で対応するメッセージを削除しない場合、シング
ルインボックスが再度有効になったときにメッセージはExchange/Office 365に残ります。
ユーザーは Exchange/Office 365からメッセージを手動で削除する必要があります。

•シングルインボックスが無効になっている間に、ユーザーが Exchange/ Office 365のメッ
セージのステータスを変更した場合（たとえば、未読から既読へ）、シングルインボック

スが再度有効になると、Exchange/ Office 365メッセージのステータスは、対応する Unity
Connectionメッセージの現在のステータスに変更されます。

•シングルインボックスを再度有効にする場合、サービスに関連付けられたユーザーの数、
Unity Connectionおよび Exchange/Office 365メールボックスのサイズによっては、既存の
メッセージの再同期が新規メッセージの同期のパフォーマンスに影響する場合がありま

す。

•シングルインボックスを再度有効にする場合、サービスに関連付けられたユーザーの数、
Unity Connectionおよび Exchange/Office 365メールボックスのサイズによっては、既存の
メッセージの再同期が新規メッセージの同期のパフォーマンスに影響する場合がありま

す。

読み取り/記録されたレシート、配信レシート、および配信不能レシー
トの同期

Unity Connectionは、ボイスメールを送信するUnity Connectionユーザーに、開封確認、配信確
認、および不達確認を送信できます。ボイスメールの送信者がシングルインボックスに設定さ

れている場合、該当する確認メッセージは送信者の Unity Connectionメールボックスに送信さ
れます。その後、受領は送信者の Exchange/Office 365メールボックスに同期されます。

次の点に注意してください。

•開封確認/音声の受領：送信者はボイスメールを送信する際に、開封確認/音声の受領をリ
クエストできます。

次のステップで Unity Connectionが開封確認のリクエストに応答しないようにしてくださ
い。

• UnityConnection管理で、[ユーザー（Users）]を展開して [ユーザー（Users）]を選択
するか、[テンプレート（Templates）]を展開して [ユーザーテンプレート（User
Templates）]を選択します。

• [ユーザー（Users）]を選択した場合、適切なユーザーを選択して [ユーザーの基本設
定の編集（Edit User Basics）]ページを開きます。 [ユーザーテンプレート（User
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Templates）]を選択した場合は、[ユーザーテンプレートの基本設定の編集（EditUser
Template Basics）]ページで適切なテンプレートを選択します。

• [ユーザーの基本設定の編集（EditUserBasics）]ページまたは [ユーザーテンプレート
の基本設定の編集（Edit User Template Basics）]ページで、編集（Edit）>メールボッ
クス（Mailbox）を選択します。

• [メールボックスの編集（EditMailbox）]ページで、[開封確認要求へ応答する（Respond
to Requests for Read Receipts）]チェックボックスをオフにします。

•配信確認：送信者はボイスメールを ViewMail for Outlookから送信する場合にのみ配信確
認を要求できます。 Unity Connectionが配信確認のリクエストに応答することを防ぐこと
はできません。

•配信不能通知）NDR）：ボイスメールを配信できない場合に送信者がNDRを受信します。

メッセージが配信されない場合に、Unity Connectionが NDRを送信しないようにするに
は、次のステップを実行します。

• UnityConnection管理で、[ユーザー（Users）]を展開して [ユーザー（Users）]を選択
するか、[テンプレート（Templates）]を展開して [ユーザーテンプレート（User
Templates）]を選択します。

• [ユーザー（Users）]を選択した場合、適切なユーザーを選択して [ユーザーの基本設
定の編集（Edit User Basics）]ページを開きます。 [ユーザーテンプレート（User
Templates）]を選択した場合は、[ユーザーテンプレートの基本設定の編集（EditUser
Template Basics）]ページで適切なテンプレートを選択します。

• [ユーザーの基本設定の編集（EditUserBasics）]ページまたは [ユーザーテンプレート
の基本設定の編集（Edit User Template Basics）]ページで、[メッセージの配信失敗時
に不達確認を送信する（Send Non-Delivery Receipts for Message Failed Delivery）]の
チェックをオフにして、[保存（Save）]を選択します。
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•送信者が TUIを使用してUnity Connectionにアクセスすると、NDRには元のボイスメール
が含まれ、送信者はこれを使って、後でまたは別の受信者にメッセージを再送信できま

す。

•送信者がWeb Inboxを使って Unity Connectionにアクセスすると、NDRには元のボイス
メールが含まれますが、送信者は再送信できません。

•送信者が、Exchangeに同期されたConnectionボイスメールにUnityを使用してアクセスす
る場合、NDRはエラーコードのみを含む受領であり、元のボイスメールは含まれません。
そのため、送信者はボイスメールを再送信できません。

•送信者が外部の発信者の場合、NDRは Unity配信不能メッセージの同報リスト上の
Connectionユーザーに送信されます。 [配信不能メッセージ（Undeliverable Messages）]配
信リストに、定期的に配信不能メッセージを監視および再ルーティングするユーザーが含

まれていることを確認します。

（注）

Google Workspaceのシングルインボックス
UnityConnectionとGmailメールサーバー間のユーザーメッセージの同期は、シングルインボッ
クスと呼ばれます。シングルインボックス機能が Unity Connectionで有効になっている場合、
ボイスメールはまず Unity Connectionのユーザーのメールボックスに配信され、次にメールは
ユーザーの Gmailアカウントに複製されます。 Unity Connectionのシングルインボックスの設
定については、ユニファイドメッセージングを設定する「ユニファイドメッセージングを設定

する」の章を参照してください。

• Google Workspaceのシングルインボックス機能は、IPv4と IPv6アドレスの両方でサポー
トされています。

• Google Workspaceでサポートされる最大ユーザー数については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html
にある「Cisco Unity Connection 14サポート対象プラットフォームリスト」の「仮想プラッ
トフォームオーバーレイの仕様」の項を参照してください。

（注）

Gmailクライアントでのシングルインボックス
ViewMail forOutlookをインストールしていない場合、または別のメールクライアントを使用し
て、Exchange/Office 365/GmailサーバーでUnity Connectionボイスメールにアクセスする場合：

• Gmailクライアントはボイスメールを .wavファイル添付のメールとして扱います。

•ユーザーがボイスメールに返信または転送すると、ユーザーが .wavファイルを添付した
場合でも、返信または転送はメールとして扱われます。メッセージのルーティングは、
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UnityConnectionではなく、Gmailサーバーによって処理されます。そのため、メッセージ
が、受信者の Unity Connectionのメールボックスに送信されることはありません。

•ユーザーは安全なボイスメールを聞くことができません。

•プライベートなボイスメールを転送できる場合があります。

セキュアなボイスメールにアクセスする

Google Worspaceが設定されている場合に安全なボイスメールを再生するには、ユーザーはテ
レフォニーユーザインターフェイス（TUI）を使用する必要があります。Gmailアカウントで
安全なボイスメールにアクセスするユーザーには、メッセージが保護され、TUIで聞くことが
できることを示すテキストメッセージのみが表示されます。

ボイスメールの文字変換がUnity ConnectionとGmailサーバー間で同期
されました

システム管理者は、ユニファイドメッセージングサービスと Unity Connectionの SpeechView
文字変換サービスを設定することで、シングルインボックスの文字変換機能を有効にできま

す。シングルインボックスが設定されている場合、Unity Connectionでは「複数転送メッセー
ジの同期」サービスはサポートされません。

Unity Connectionでのユニファイドメッセージングサービスの設定については、「ユニファイ
ドメッセージングを設定する」の章を参照してください。 SpeechView文字変換サービスの設
定についての詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレー

ションガイド、リリース 14』の「SpeechView」の章を参照してください。

シングルインボックスで、送信者がWeb Inboxまたはタッチトーン会話ユーザーインターフェ
イスを通じてユーザーにボイスメールを送信すると、ボイスメールの文字変換が Gmailサー
バーと同期され、ユーザーが Gmailクライアント経由でボイスメールを表示すると、ボイス
メールの文字変換が以下のように同期されます。

•ボイスメールが正常に配信されると、文字変換のテキストがメールの閲覧ペインに表示さ
れます。

•失敗または応答タイムアウトの場合、メールの閲覧ウィンドウに「失敗または応答のタイ
ムアウト」テキストが表示されます。

次の手順を実行して、Unity Connectionと SpeechView文字変換サービスを持つユニファイド
メッセージングユーザーの Google Workspaceメールボックスの間で新しいボイスメールを同
期します。

1. Cisco Personal Communications Assistantに移動して [Messaging Assistant]を選択します。

2. [Messaging Assistant]タブで、[個人設定（Personal Options）]を選択し、[文字変換の受信
まで保留（Hold till transcription received）]オプションを有効にします。
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デフォルトでは、[文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションは無
効になっています。

（注）

3. [文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションにより、Unity
Connectionがサードパーティの外部サービスから応答を受信した場合にのみ、Unity
Connectionと Google Workspace間のボイスメールの同期が有効になります。

テキスト読み上げ
テキスト読み上げ機能を使用すると、ユニファイドメッセージングのユーザーは、電話を使用

して Unity Connectionにログインすると、メールを聞くことができます。

Unity Connectionは、次のメールボックスストアでテキスト読み上げ機能をサポートしていま
す。

• Office 365

• Exchange 2016

• Exchange 2019

Office 365、Exchange 2016、Exchange 2019経由のテキスト読み上げは、IPv4と IPv6アドレス
の両方をサポートしています。ただし、IPv6アドレスは、Unity Connectionプラットフォーム
に互換性があり、デュアル（Pv4/IPv6）モードで設定されている場合にのみ機能します。

（注）

Unity Connectionを設定して、テキストメッセージとして SMSデバイスに音声テキストメッ
セージを、またはメールメッセージとして SMTPアドレスに文字変換を配信できます。文字
変換の配信をオンにするフィールドは、メッセージ通知をセットアップする [SMTPおよびSMS
通知デバイス（SMTP and SMS Notification Device）]ページにあります。通知デバイスの詳細
については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/
b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リ

リース 14』の「通知」の章の「通知デバイスを設定する」の項を参照してください。

文字変換の配信を効果的に使用するための考慮事項は以下のとおりです。

• [送信元（From）]フィールドに、デスクフォン以外からUnity Connectionにアクセスする
ためにダイヤルする番号を入力します。テキスト対応携帯電話を使用している場合は、

メッセージを聞くときに Unity Connectionに対するコールバックを開始できます。

•発信者名、発信者 ID（ある場合）、メッセージの受信時刻などの通話情報を含めるには、
[メッセージテキストにメッセージ情報を含める（Include Message Information in Message
Text）]チェックボックスをオンにする必要があります。チェックボックスがオンにされ
ていない場合、受信したメッセージには発信情報が示されません。

ユニファイドメッセージングの紹介

16

ユニファイドメッセージングの紹介

テキスト読み上げ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag/b_14cucsag_chapter_01101.html#ID-2415-00000039


さらに、テキスト対応携帯電話を使用している場合は、発信者 IDが文字変換に含まれるとき
にコールバックを開始できます。

• [通知メッセージの対象（Notify Me Of）]のセクションでボイスメッセージまたはディス
パッチメッセージの通知をオンにすると、メッセージの受信時に通知があり、文字変換が

すぐ後に続きます。文字変換が届く前の通知が不要な場合は、ボイスまたはディスパッチ

メッセージオプションを選択しないでください。

•文字変換を含む電子メールメッセージの件名は、通知メッセージと同じになります。し
たがって、ボイスメッセージまたはディスパッチメッセージの通知をオンにした場合は、

文字変換が含まれるメッセージを確認するためにメッセージを開く必要があります。

テキスト読み上げ機能の設定についての詳細は、「テキスト読み

上げを設定する」の章を参照してください。

（注）

カレンダーおよび連絡先のインテグレーション

Unity Connectionでのカレンダーと連絡先のインテグレーションの設定については、「カレン
ダーおよび連絡先のインテグレーションを設定する」の章を参照してください。

（注）

カレンダーの統合について

ユニファイドメッセージングのユーザーは、カレンダー連携機能を使用して次の作業を電話で

行うことができます。

•開催予定のミーティングの一覧を読み上げる（Outlook会議に限る）。

•ミーティングの参加者リストを読み上げる。

•会議開催者へメッセージを送信する。

•会議参加者へメッセージを送信する。

•会議への招待を受け入れまたは拒否する（Outlook会議に限る）。

•会議をキャンセルする（会議開催者に限る）

UnityConnectionは、次のメールサーバーと統合されている場合に、カレンダーアプリケーショ
ンをサポートします。

• Office 365

• Exchange 2016
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• Exchange 2019

ミーティングの表示、ミーティングへの参加、スケジュールについては、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/user/guide/phone/b_14cucugphone.htmlにある『Cisco

UnityConnection電話インターフェイスユーザーガイド、リリース14』の「CiscoUnityConnection
電話メニューと音声コマンド」を参照してください。

パーソナル着信転送ルールについては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/user/guide/pctr/b_14cucugpctr.htmlにある『Cisco Unity Connectionパーソナル着信

転送ルールウェブツールユーザガイド、リリース 14』を参照してください。

連絡先のインテグレーションについて

Unity Connectionを使用すると、ユーザーは Exchangeの連絡先をインポートし、パーソナル着
信転送ルールで、および音声コマンドを使用して発信するときに、連絡先情報を使用できま

す。UnityConnectionは、次のメールサーバーと統合されている場合に、連絡先アプリケーショ
ンをサポートします。

• Office 365

• Exchange 2016

• Exchange 2019

Exchange連絡先のインポートについては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/user/guide/assistant/b_14cucugasst.htmlにある『Cisco Unity Connection Messaging

Assistant Webツールユーザガイド、リリース 15』の「連絡先を管理する」の章を参照してく
ださい。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


